
管
理
に
必
要
な
林
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
や
伐
採
な
ど
の
担

い
手
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
人

工
林
の
多
く
も
管
理
が
不
十
分
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
へ

の
耐
性
が
小
さ
く
、
倒
木
や
斜
面
崩
壊
、
土
砂
の
流
出
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
頻
発
す
る
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
を
防
止
で

き
る
健
全
な
森
林
を
維
持
す
る
に
は
、
神
戸
市
で
は
、
公

的
な
関
与
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

森
林
環
境
譲
与
税
（
2
0
2
1
年
度
譲
与
額
：
1
3
2
，

6
1
0
千
円
）
を
活
用
し
て
、
以
下
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

１　
森
林
整
備

①
こ
う
べ
都
市
山
再
生
事
業
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定

額
：
27
百
万
円
、
次
年
度
繰
越
予
定
額
：
37
百
万
円
）

六
甲
山
系
や
帝
釈
丹
生
山
系
な
ど
の
山
地
エ
リ
ア
を
対

象
と
し
て
、
市
が
実
施
主
体
と
な
り
、
私
有
の
人
工
林
や

農
地
に
面
し
た
森
林
の
整
備
、
林
道
の
修
繕
な
ど
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
2
0
2
1
年
度
の

3
年
間
で
人
工
林
間
伐
約
7
ha
、
広
葉
樹
林
整
備
約
9
ha
、

林
道
修
繕
約
1
，
0
0
0
m
を
行
い
ま
し
た
。

②
里
山
整
備
支
援
事
業
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額
：

６
百
万
円
）

農
村
エ
リ
ア
の
森
林
を
対
象
と
し
て
、
里
山
林
や
竹
林

の
整
備
を
行
う
地
域
団
体
等
の
活
動
費
や
資
機
材
の
購
入
、

講
習
会
の
開
催
な
ど
に
か
か
る
経
費
の
補
助
を
行
う
制
度

で
、
対
象
事
業
費
の
95
％
以
内
，
３
年
間
で
上
限
3
0
0

万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら

2
0
2
1
年
度
の
3
年
間
で
19
地
区
に
お
け
る
団
体
の
活

動
へ
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
申
請
団
体
は
補
助
金
を
使

い
、
竹
チ
ッ
パ
ー
等
の
機
材
の
購
入
や
，
大
木
伐
採
の
外

注
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２　
木
材
活
用（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額：２
百
万
円
）

主
に
公
共
建
築
物
等
に
お
い
て
木
材
利
用
を
行
っ
て
お

り
、
可
能
な
限
り
神
戸
市
産
木
材
や
兵
庫
県
産
材
の
利
用

に
努
め
、
入
手
困
難
な
場
合
は
国
産
木
材
を
利
用
す
る
方

針
で
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
以
降
、
新
庁
舎
や
図
書
館
、

体
育
館
、
保
育
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
頂
ト
イ
レ
な
ど

の
木
質
化
を
行
っ
て
お
り
、
床
や
腰
壁
、
屋
根
、
ル
ー
バ

ー
な
ど
に
木
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
整

備
を
行
っ
た
六
甲
最
高
峰
ト
イ
レ
で
は
県
産
材
や
市
産
材

を
活
用
し
て
お
り
、
ベ
ン
チ
も
設
置
し
て
い
る
た
め
特
に

ハ
イ
カ
ー
の
方
々
に
は
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３　
人
材
育
成
と
普
及
啓
発
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定

額
：
7
百
万
円
）

市
で
は
、
今
後
の
森
林
整
備
や
木
材
活
用
を
担
う
専
門

人
材
を
育
成
し
て
い
く
方
針
で
、
市
内
の
造
園
事
業
者
を

対
象
と
し
た
広
葉
樹
林
の
伐
採
技
術
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
兵
庫
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
以
前
か
ら
子
供
や
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
下

草
刈
り
な
ど
の
森
林
整
備
体
験
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
森
林
整
備
や
木
材
活
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
を

一
層
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

４　
連
携
の
場
「（
仮
称
）
こ
う
べ
森
と
木
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
の
形
成
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額
：
8
百

万
円
）

市
の
森
林
整
備
を
円
滑
に
進
め
、
森
林
資
源
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
は
、
川
上
か
ら
川
下
に
関
わ
る
庁
内
外
の

多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
連
動
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
機
関
や
森

林
所
有
者
、
森
林
整
備
事
業
者
、
木
材
流
通
事
業
者
、
製

材
事
業
者
等
の
連
携
の
場
と
し
て
、「（
仮
称
）
こ
う
べ
森

と
木
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
設
立
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
行
政
と
民

間
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
活
か
し
て
連
携
し
な
が
ら
、
森
林

整
備
や
森
林
資
源
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
都
市
と
森
林
が
近
接

し
て
い
る
神
戸
市
の
特
性
を
活
か
し
て
い
く
た
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

都
市
の
暮
ら
し
と
結
び
つ
い
た

森
林
の
整
備
と
資
源
の
有
効
活
用
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は
じ
め
に

神
戸
市
は
、
兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
六
甲
山
系
が

東
西
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
面
積
は
2
1
，
1
5
1

ha
（
総
面
積
の
38
%
）
で
、
こ
の
う
ち
1
，
6
1
6
ha
は

人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
甲
山
系
は
江
戸
時
代
以
前
の
樹
木
の
伐
採
に
よ
り
は

げ
山
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
明
治
年
代
か
ら
緑
化
が
始
め

ら
れ
、
そ
の
後
、
神
戸
市
で
は
緑
化
と
管
理
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
は
「
六
甲
山
森
林
整
備
戦
略
」

を
策
定
し
、
都
市
の
暮
ら
し
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
六
甲

山
の
森
林
の
手
入
れ
を
進
め
て
い
く
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
に
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
全
市
で

の
森
林
整
備
や
木
材
活
用
、
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
な
ど

を
行
う
基
本
計
画
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

神
戸
市
の
森
林
は
、
薪
炭
な
ど
を
得
る
た
め
に
利
用
さ

れ
て
き
た
も
の
が
大
半
で
、
そ
の
多
く
は
放
置
さ
れ
、
樹

木
の
大
径
木
化
や
常
緑
樹
林
へ
の
植
生
遷
移
、
生
物
多
様

性
の
低
下
、
竹
の
繁
茂
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
が
占
め
る
割
合
は
わ

ず
か
1
割
弱
で
あ
り
、
林
業
は
盛
ん
で
は
な
く
、
森
林
の

シリーズ

こうべ都市山再生事業と里山整備支援事業の対象範囲こうべ都市山再生事業と里山整備支援事業の対象範囲



管
理
に
必
要
な
林
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
や
伐
採
な
ど
の
担

い
手
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
人

工
林
の
多
く
も
管
理
が
不
十
分
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
へ

の
耐
性
が
小
さ
く
、
倒
木
や
斜
面
崩
壊
、
土
砂
の
流
出
が

発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
頻
発
す
る
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
を
防
止
で

き
る
健
全
な
森
林
を
維
持
す
る
に
は
、
神
戸
市
で
は
、
公

的
な
関
与
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

森
林
環
境
譲
与
税
（
2
0
2
1
年
度
譲
与
額
：
1
3
2
，

6
1
0
千
円
）
を
活
用
し
て
、
以
下
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

１　
森
林
整
備

①
こ
う
べ
都
市
山
再
生
事
業
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定

額
：
27
百
万
円
、
次
年
度
繰
越
予
定
額
：
37
百
万
円
）

六
甲
山
系
や
帝
釈
丹
生
山
系
な
ど
の
山
地
エ
リ
ア
を
対

象
と
し
て
、
市
が
実
施
主
体
と
な
り
、
私
有
の
人
工
林
や

農
地
に
面
し
た
森
林
の
整
備
、
林
道
の
修
繕
な
ど
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら
2
0
2
1
年
度
の

3
年
間
で
人
工
林
間
伐
約
7
ha
、
広
葉
樹
林
整
備
約
9
ha
、

林
道
修
繕
約
1
，
0
0
0
m
を
行
い
ま
し
た
。

②
里
山
整
備
支
援
事
業
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額
：

６
百
万
円
）

農
村
エ
リ
ア
の
森
林
を
対
象
と
し
て
、
里
山
林
や
竹
林

の
整
備
を
行
う
地
域
団
体
等
の
活
動
費
や
資
機
材
の
購
入
、

講
習
会
の
開
催
な
ど
に
か
か
る
経
費
の
補
助
を
行
う
制
度

で
、
対
象
事
業
費
の
95
％
以
内
，
３
年
間
で
上
限
3
0
0

万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
2
0
1
9
年
度
か
ら

2
0
2
1
年
度
の
3
年
間
で
19
地
区
に
お
け
る
団
体
の
活

動
へ
の
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
申
請
団
体
は
補
助
金
を
使

い
、
竹
チ
ッ
パ
ー
等
の
機
材
の
購
入
や
，
大
木
伐
採
の
外

注
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２　
木
材
活
用（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額：２
百
万
円
）

主
に
公
共
建
築
物
等
に
お
い
て
木
材
利
用
を
行
っ
て
お

り
、
可
能
な
限
り
神
戸
市
産
木
材
や
兵
庫
県
産
材
の
利
用

に
努
め
、
入
手
困
難
な
場
合
は
国
産
木
材
を
利
用
す
る
方

針
で
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年
以
降
、
新
庁
舎
や
図
書
館
、

体
育
館
、
保
育
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
頂
ト
イ
レ
な
ど

の
木
質
化
を
行
っ
て
お
り
、
床
や
腰
壁
、
屋
根
、
ル
ー
バ

ー
な
ど
に
木
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
に
整

備
を
行
っ
た
六
甲
最
高
峰
ト
イ
レ
で
は
県
産
材
や
市
産
材

を
活
用
し
て
お
り
、
ベ
ン
チ
も
設
置
し
て
い
る
た
め
特
に

ハ
イ
カ
ー
の
方
々
に
は
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３　
人
材
育
成
と
普
及
啓
発
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定

額
：
7
百
万
円
）

市
で
は
、
今
後
の
森
林
整
備
や
木
材
活
用
を
担
う
専
門

人
材
を
育
成
し
て
い
く
方
針
で
、
市
内
の
造
園
事
業
者
を

対
象
と
し
た
広
葉
樹
林
の
伐
採
技
術
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
兵
庫
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
以
前
か
ら
子
供
や
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
下

草
刈
り
な
ど
の
森
林
整
備
体
験
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
森
林
整
備
や
木
材
活
用
を
Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
を

一
層
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。

４　
連
携
の
場
「（
仮
称
）
こ
う
べ
森
と
木
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
の
形
成
（
2
0
2
1
年
度
決
算
予
定
額
：
8
百

万
円
）

市
の
森
林
整
備
を
円
滑
に
進
め
、
森
林
資
源
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
は
、
川
上
か
ら
川
下
に
関
わ
る
庁
内
外
の

多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
連
動
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
機
関
や
森

林
所
有
者
、
森
林
整
備
事
業
者
、
木
材
流
通
事
業
者
、
製

材
事
業
者
等
の
連
携
の
場
と
し
て
、「（
仮
称
）
こ
う
べ
森

と
木
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
設
立
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
行
政
と
民

間
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
活
か
し
て
連
携
し
な
が
ら
、
森
林

整
備
や
森
林
資
源
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
都
市
と
森
林
が
近
接

し
て
い
る
神
戸
市
の
特
性
を
活
か
し
て
い
く
た
め
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
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▲ こうべ都市山再生事業で実施した人工林整備

は
じ
め
に

神
戸
市
は
、
兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
六
甲
山
系
が

東
西
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
面
積
は
2
1
，
1
5
1

ha
（
総
面
積
の
38
%
）
で
、
こ
の
う
ち
1
，
6
1
6
ha
は

人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

六
甲
山
系
は
江
戸
時
代
以
前
の
樹
木
の
伐
採
に
よ
り
は

げ
山
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
明
治
年
代
か
ら
緑
化
が
始
め

ら
れ
、
そ
の
後
、
神
戸
市
で
は
緑
化
と
管
理
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
2
0
1
2
年
に
は
「
六
甲
山
森
林
整
備
戦
略
」

を
策
定
し
、
都
市
の
暮
ら
し
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
六
甲

山
の
森
林
の
手
入
れ
を
進
め
て
い
く
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
に
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
全
市
で

の
森
林
整
備
や
木
材
活
用
、
人
材
育
成
、
普
及
啓
発
な
ど

を
行
う
基
本
計
画
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

神
戸
市
の
森
林
は
、
薪
炭
な
ど
を
得
る
た
め
に
利
用
さ

れ
て
き
た
も
の
が
大
半
で
、
そ
の
多
く
は
放
置
さ
れ
、
樹

木
の
大
径
木
化
や
常
緑
樹
林
へ
の
植
生
遷
移
、
生
物
多
様

性
の
低
下
、
竹
の
繁
茂
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
が
占
め
る
割
合
は
わ

ず
か
1
割
弱
で
あ
り
、
林
業
は
盛
ん
で
は
な
く
、
森
林
の

▲ 内装材に木材を使用した公共建築物（六甲最高峰トイレ）
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